
（1 件 0％） 

令和５年度 半田市ｅモニター調査 

 

●ごみの分別・減量に関する意識調査結果（環境課） 
・目的:ごみの分別・減量に関する市民の意識調査をし、今後の施策に反映していくため。 

・実施期間:令和５年１２月５日（火） ～ １２月１９日（火） 

・回答数:263 件 （ｅモニター登録者数:301 人）⇒ 87％  

 

No.1 ごみの分別・減量に関心がありますか? 

1.非常に関心がある 2.ある程度関心がある 3.あまり関心がない 4.まったく関心がない 5.わからない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.2 ごみの分別・減量を進めるうえで特に重要だと思うことはなんですか?（選択は３つまで） 

1. ごみの分別・減量に関する意識啓発の推進   2.企業・販売店等が過剰包装を減らす  

3．資源類の拠点回収場所の拡充   4.小・中学生を対象とした環境・ごみ問題などの環境学習の実施 

5. 生ごみの水切り等による生ごみの減量化   6.食品ロスを減らす取り組みの実施 

7. 高齢者宅などへの戸別収集の拡充   8.家庭用生ごみ処理機等購入費補助制度の拡充 

9. 事業活動から生じるごみの出し方や分別の徹底   10. その他（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（70 件 27％） 

（4 件 2％） 

（153 件 58％） 

（35 件 13％） 



10.その他（自由記述）の主な意見について 

・ごみ分別後の資源化のゆくえを知りたい   ・ごみの分別方法をよりわかりやすくすること 
  ・ごみ分別に対してのポイント付与制度   ・ごみの不法投棄に対する罰則       など 

 

 

No.3 現在のごみの出し方や分別を負担に感じていますか? 

1. 負担に感じていない   2.少し負担に感じているが、環境のためならやむを得ない 

2. 負担に感じている   4.かなり負担に感じている   5.わからない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.4  No.3 で「負担に感じている」「かなり負担に感じている」とお答えの方に伺います。 負担に感じている

理由はなんですか?  【対象数 53 件（20％）】 

1. 分別方法が複雑で分かりにくいから   2.分別する作業が面倒だから 

3. ごみの収集時間（朝 8 時）までに出すことが難しいから  4.ごみ集積所が遠いから 

5. 収集日まで保管しておく場所がないから   6 その他（自由記述）.  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（42 件 16％） 

（140 件 53％） 

（67 件 25％） 

（3 件 2％） 

（11 件 4％） 

（42 件 16％） 

（8 件 15％） 

（17 件 32％） 

（4 件 8％） 

（4 件 8％） 

（14 件 26％） 

（6 件 11％） 



6. その他（自由記述）の主な意見について 

 ・有料のごみ袋が高い    ・子供の面倒を見ながらの分別作業は大変 

 ・ごみステーションの清掃等の管理が大変。戸別回収等に踏み込むべき。      など 

 

 

No.5 資源類（古紙類や缶びん等）の排出について、日頃利用している回収場所はどこですか?（もっと

も利用しているものを一つ） 

1. 半田市リサイクルセンター   2. 公共資源回収ステーション（雁宿公園駐車場・潮風の丘緑地駐車場） 

3. 自治区等の資源回収場所  4. 民間業者による無料回収場所   5. その他（自由記述）  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.その他（自由記述）の主な意見について 

 ・缶については知り合いの酒屋へもっていく    ・実家や帰省先にもっていく    など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページへ続く 

（17 件 6％） 

（32 件 12％） 

（122 件 46％） 

（87 件 33％） 

（5 件 3％） 



 

No.6  No.5 でご回答いただいた場所について、日頃利用している理由はなんですか?（もっとも当てはま

るものを一つ）  

1. 自宅から距離が近いから  2. 搬入しやすいから 

3. 大量に搬入することができるから  4. その他（自由記述） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.その他（自由記述）の主な意見について 

 ■「自治区等の資源回収場所」を選ぶ理由 

  ⇒ 市からもらえる報償金のため。地域に貢献するため。 

 

 ■「民間業者による無料回収場所」を選ぶ理由 

  ⇒ ポイント付与されるから。買い物ついでに捨てることができるから。いつでも利用できるから。 

 

 ■「半田市リサイクルセンター」を選ぶ理由 

  ⇒ 分別の判断ができないものについて、聞きながら捨てることができるため。 様々な種類の資源を持ち込めるため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次のページへ続く 

（65 件 25％） 

（26 件 9％） 

（18 件 7％） 

（154 件 59％） 
 



No.7 半田市のごみの分別やリサイクルに関する情報をどのような方法で入手していますか?（複数選択可） 

1. ごみの分別冊子    2. ごみの分別アプリ（さんあ～る）  3. はんだ市報 

4. 半田市ホームページ  5. 半田市公式ＬＩＮＥ  6. 近隣住民や知人から 

7. 環境課への相談（電話・メール・窓口など）  8. その他（自由記述）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.その他（自由記述）の主な意見について 

 ・調べていない。感覚でごみ分別の判断をしている。わからなければコンビニ店員に聞いている。 

 

No.8  半田市が行っている下記の取り組みについて、ご存じですか?（知っているものをすべて選択）  

1. 粗大ごみの戸別収集（毎週水曜日）   2. 有価資源回収報奨金制度 

3. ごみ減量協力還元策（指定資源回収袋の配布）  4. 家庭用剪定枝粉砕機の貸し出し 

5. 生ごみ処理機等の購入費補助制度  6. アスパ（発酵合成型有機肥料）配布 

7. 公共資源回収ステーションによる資源の拠点回収   

8. 土日リサイクル（半田市リサイクルセンターでの資源受入れ）  

9. 半田市リサイクルセンターでの家電 4 品目の受入れ 

10.すべて聞いたことがない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



No.9  半田市のごみ行政について、今後どのような施策に力を入れて取り組んでほしいですか?（選択は

３つまで）  

1. ごみ出しマナーの悪い世帯や集合住宅への指導や啓発 

2. 生ごみ処理機の購入費補助制度の周知 

3. ごみ減量のアイデア募集とその紹介 

4. 食品ロス対策の啓発と周知 

5. プラスチックごみを減らすための対応 

6. フリーマーケットなど不用品販売についてのイベントの推進 

7. ごみの減量・リサイクルの必要性を学ぶ講座や学習イベント 

8. ごみを出すことが困難な世帯への対応 

9. 自治会やマンションなど、地域の取り組み（有価資源回収・ごみステーション清掃）の広報 

10. その他（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. その他（自由記述）の主な意見について 

・外国語で分別方法をお知らせ、啓発する 

・悪質な事業系ごみへの指導 

・地域自治会へ入らないのに自治区のゴミステーションだけは勝手に使う人への指導 

・どこで何が捨てられるのかをもっとわかりやすく周知してほしい 

・乾電池の様にバッテリーの処分方法をもっと気軽に出来るようにして欲しい           など 


